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ぜんせかいを　みことばで　つくられた　かみさま！サタンは　いろいろな


しゅうきょうを　つくって　イエスさまを　しんじないように　だまして


います。わたしが　しんじる　イエス・キリストの　おなまえで　


しょうりするように　させてくださり、　おおくの　ひとびとに


イエス・キリストを　どうどうと　つたえることが　できますように。


イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン


























かみさまに　あう　みちは　ただ　イエス・キリスト　だけです。


しかし　サタンは　いろいろな　しゅうきょうを　つくって


イエスさまを　しんじないでも　すくわれて


しあわせに　なれると　だましています。


レムナントは　イエスさまが　キリストであることを


はっきりと　しって　かくじつに　しんじて


うそをついている　このよに　どうどうと


イエス・キリストを　つたえなければ　なりません。
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どようび








★したの　えを　みて　わたしは　どんな　こころと　おもいで


　けんきん　しているのかを　かんがえて　みましょう。

















あいの　かみさま！わるい　あくまが　わたしを　こころみに　あわせて


くずそうと　しますが　イエスさまが　わたしと　ともに　おられるので


もんだいは　ありません。　おう、さいし、よげんしゃである　イエスさまが


いわれる　みことばを　せいしょから　みつけて　もくそうして　しんじて


しょうりする　すてきな　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★レムナントは　いつ　どんな　れいはいを　かみさまに


　ささげていますか。


　かんがえて　かいてみましょう。














１．きょうかいの　ようちぶの　れいはい














ちちなる　かみさま！　れいはいを　とおして　わたしに　くださる


かみさまの　みことばを　よく　わかって　きくことが　できるように


させてください。すべての　れいはいの　なかで　かみさまに　さいこうの


えいこうを　ささげる　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





すべての　ことを　しって　みて　きいて　おられる　そうぞうしゅの　


かみさま！わたしが　いつ　どこででも　かみさまの　まえで


かんがえて　かみさまの　まえで　こうどうさせて　ください。


めには　みえないのですが　かみさまは　いつも　ともに　おられると


しんじます。イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。


アーメン　





レムナントが　ささげる　れいはいが　あります。


にちようの　ようちぶの　れいはい、　いえで　ささげる


かてい　れいはい、　せいしょがっこうで　ささげる　れいはい。


れいはいを　とおして　きく　みことばを　


わたしの　みことばとして　てきよう　しなければ　なりません。


イエスがキリストだという　けいやくを　もって


よげんしゃ　さいし　おうである　キリストを


せいかつで　じじつてきに　あじわうことが


できなければ　なりません。
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もくようび








★わたしの　いのりを　じゃまする　ことは　なんですか。


　みちを　とおりながら　かんがえて　みましょう。











いやして　くださる　かみさま！かみさまに　あうことが　できず　こころが


びょうきになっている　おおくの　ひとたちに　まことの　へいあんを　


あたえてくださる　イエス・キリストを つたえることが　できるように


きょうも　いのりに　しょうりさせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　











しとのはたらき　５しょうに　でてくる　


アナニヤと　サッピラふうふは　


かみさまの　ちからと　ふくいんの　かくじつな　しょうこを


みても　しんじませんでした。


ひとを　だますことが　できても


ぜんちぜんのうの　かみさまを　だますことは　できません。


レムナントは　めに　みえない


かみさまの　まえで　かんがえて


こうどうする　ものです。








おおくの　ひとが　せいしんびょう、　うつびょう


ゲーム　ちゅうどく　はんざいに　とじこめられています。


サタンは　このような　ときを　りようして


めいそう　うんどう　きこうなどを　とおして


おおくの　ひとに　うその　こたえを　あたえて　だましています。


かみの　こどもが　いのることが　できないなら


くらやみの　せいりょくに　こうげきされます。


レムナントは　どんな　じょうきょうでも


かみさまの　みことばを　にぎって　いのることが　


できなければ　なりません。


そして　ふくいんが　なくて　サタンに　おさえられている　ひとに


ふくいんを　つたえて　かみさまが　くださる　あたらしい


ちからを　あたえて　あげなければ　なりません。








★イエスさまが　キリストであることを　いっている


　せいしょの　かしょを　さがしましょう。

















　　すべての　つみを　　　かみさまに　あう　　　サタンの　あたまを


　　　かいけつされ　　　　　　みちに　　　　　　　ふみくだかれ


　　　　ました　　　　　　　なられました。　　　　　ました


















































　　だいいちヨハネ　　　　　　　ローマ　　　　　　　ヨハネ


　　（　　　）しょう　　　（　　　　）しょう　　（　　　　）しょう


　　　（　　　）せつ　　　　（　　　　）せつ　　　（　　　　）せつ
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すいようび

















★パパとママが　もくそうしている　おとなの「いのりのてちょう」


　から　きょうの　メッセージを　さがして　みて


　（　　　　）の　なかに　あう　ことばを　かいてみましょう。

















　　　　かれらが　もっていた　しんこうの


　　　　　こんきょは　まさに　


（　　　　　　　）でした。


かみさまは　（　　　　　　）された


ことを　かならず　じょうじゅされる


かたであり　わたしたちが


しんこうによって　その（　　　　　）を


にぎる　ときに　じじつてきな


　　　こたえを　あじわいます。


　　　　　





ちちなる　かみさま！わたしも　アブラハムのように　かみさまの


みことばに　しんこうによって　ききしたがうことが　できますように。


わたしに　もっと　おおきな　しんこうを　くださって　かみさまを


もっと　あいして　もっと　しんじるように　させてください。 


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





「あなたは、あなたの　うまれ　こきょう、あなたの　ちちの　いえを　


でて、わたしが　しめす　ちへ　いきなさい。」


アブラハムが　かみさまの　みことばに　ききしたがって


こきょう　ちちの　いえを　でた　とき


ひとびとは　アブラハムを　おろかだと　いいましたが


かみさまは　しんこうで　じゅうじゅんに　した　アブラハムに


おおきな　こたえを　くださいました。


レムナントが　かみさまの　みことばを　しんじて


ききしたがう　ときに　アブラハムに　こたえられた


かみさまの　おおきな　めぐみが　のぞむように　なります。
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かようび




















ともだちと　よく　けんかに　なりますか。


パパとママの　いうことを　ききませんか。


サタンは　レムナントを　しんぱいさせて


もんくを　いう　ように　させます。


かみさまに　さとらせて　もらいましょう。


そして　すべての　ことを　しっておられる


かみさまに　いのりましょう。


かみさまが　くださる　さいこうの　こたえを


うけるように　なるでしょう。

















きんようび
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★＜れい＞を　さんこうに　して　したの　はたに


　たいりくの　なまえを　かいて　みましょう。




















げつようび






































